
　

こ
の
度
の
総
会
で
理
事
お
よ
び
監
事

が
選
任
さ
れ
、
理
事
会
に
お
き
ま
し
て

代
表
理
事
・
理
事
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

次
の
四
点
を
重
要
課
題
と
し
て
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ⅰ
、
徳
島
県
仏
教
会
が
管
理
運
営
を

し
て
い
る
「
平
和
の
塔
・
パ
ゴ
ダ
」
の

戦
没
者
慰
霊
行
事
と
内
容
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
「
平
和
の
塔
・
パ
ゴ
ダ
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
会
員
寺

院
に
掲
示
用
「
ポ
ス
タ
ー
」
を
配
付
し
、

檀
信
徒
等
に
広
め
て
頂
く
こ
と
。
お
よ

び
「
パ
ゴ
ダ
」
の
内
容
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
遺
品

な
ど
展
示
物
の
整
理
と
確
認
。
寄
付
者
名
簿
と
の
照
合
と
充

実
。
②
「
パ
ゴ
ダ
」
内
の
整
備
。
来
場
者
が
来
て
善
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
中
味
の
創
設
。
③
将
来
的
に
は
、
日
曜
・

祝
日
だ
け
で
な
く
常
時
開
館
で
き
る
よ
う
な
取
組
の
創
設
。

　

Ⅱ
、
戦
没
者
慰
霊
行
事
に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十
一
日
の

慰
霊
法
要
、
八
月
十
五
日
奉
納
阿
波
踊
り
、
九
月
二
十
六
日

の
戦
没
者
過
去
帳
慰
霊
法
要
の
取
り
組
み
を
全
会
員
（
関
係
諸
団
体
を
含
む
）

に
周
知
、
参
加
を
勧
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
・
二
十
八
年
は
、
眉
山
山
頂
の
整
備
事
業
（
徳
島
市
）

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
会
所
と
し
て
毎
年
使
用
し
て

き
ま
し
た
山
頂
の
食
堂
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
再
度
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

Ⅲ
、
県
仏
教
会
の
各
委
員
会
活
動
の

活
性
化
。
各
単
位
仏
教
会
に
も
委
員

会
の
組
織
化
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。

Ⅳ
、
広
報
活
動
の
充
実
。

　

以
上
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

県
仏
教
会
の
運
営
に
は
、
会
員
各

位
の
積
極
的
な
関
与
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

<
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眉
山
パ
ゴ
ダ
前
で
の
奉
納
阿
波
踊
り
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日

＜題字＞岡部理事長

第５号

発行日　平成 27年 9月 1日
発行者　岡　部　義　典
発行所

TEL088-653-1030
FAX088-624-2220

一般社団法人　徳島県仏教会
〒770-0908
徳島市眉山町大滝山７
　　常慶院（事務局）

（１）平成２７年９月１日 県仏だより 第５号

ご
あ
い
さ
つ

一
般
社
団
法
人　

徳
島
県
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教
会

　
　

代
表
理
事
・
理
事
長　

岡
部　

義
典



各
単
位
仏
教
会
だ
よ
り

　

現
在
、
徳
島
市
仏
教
会
（
会
長
：
万
福
寺
福
島
誠
浄
住
職
）
は
、
徳
島
市

内
の
寺
院
を
中
心
に
九
十
一
ケ
寺
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
宗
派
も
真
言

宗
、
日
蓮
宗
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗
、
臨
済
宗
、
法
華
宗
、
黄
檗
宗
と
様
々

な
宗
派
の
寺
院
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
は
仏
教
精
神
を
基
調
と
し
、
寺
院
相
互
の
緊
密
な
る
連
携
の
も
と
に

団
結
と
協
力
を
図
り
、
仏
教
教
化
を
推
進
し
、
市
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
会
で
は
年
に
大
き
な
行
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

四
月
七
日
に
行
う
「
花
ま
つ
り
稚
児
練
供
養
」
と
、
八
月
十
六
日
に
行
う

「
精
霊
供
養
と
う
ろ
う
流
し
」
で
す
。

　

花
祭
り
は
四
月
八
日
の
前
日
に
、
寺
町
の
善
学
寺
に
於
い
て
法
要
と
稚
児

練
り
供
養
を
行
い
ま
す
。
小
さ
い
子
は
一
歳
く
ら
い
か
ら
、
大
き
な
子
は
十

歳
く
ら
い
ま
で
の
子
供
に
毎
年
四
十
名
前
後

参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

行
事
内
容
と
し
て
は
昔
は
子
供
向
け
に
法

話
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
演
奏
会
を

行
っ
た
り
、
紙
芝
居
の
ス
ク
リ
ー
ン
上
映
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る

献
花
、
献
茶
、
法
要
と
続
き
稚
児
行
列
へ
と

進
み
ま
す
。

　

可
愛
ら
し
い
稚
児
衣
装
に
身
を
包
み
、
子

供
た
ち
全
員
で
張
子
の
白
い
象
を
引
き
な
が

ら
、
新
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
練
り
歩
き
ま

す
。
地
域
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
毎
年
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
う
こ
と

が
で
き
、
保
護
者
の
方
々
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

灯
ろ
う
流
し
は
、
藍
場
浜
公
園
と
川
内
町
の
鈴
江
鶴
島
親
水
公
園
の
二
か
所

で
行
っ
て
い
ま
す
。
藍
場
浜
公
園
東
側
に
本
部
席
を
設
営
し
、
そ
の
前
に
祭
壇

を
設
け
、
法
要
を
行
っ
た
後
に
両
岸
で
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
灯
ろ
う
供
養
と

同
時
に
初
盆
の
提
灯
を
回
収
し
供
養
の
後
、
業
者
に
処
分
を
委
託
し
て
お
り
ま

す
。
以
前
は
お
盆
で
使
用
さ
れ
た
お
供
え
物
や
回
り
灯
籠
な
ど
も
引
き
取
っ
て

い
ま
し
た
が
、
増
大
す
る
一
方
の
処
分
量
に
対
応
で
き
な
く
な
り
、
十
年
ほ
ど

前
か
ら
は
初
盆
提
灯
の
み
引
き
取
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
灯
ろ
う
の
回
収
に
於

き
ま
し
て
は
、
地
元
の
漁
協
に
協
力
を
い
た
だ
き
回
収
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

河
川
環
境
を
悪
く
す
る
こ
と
な
く
行
事
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

阿
波
踊
り
の
喧
騒
が
静
ま
る
八
月
十
六
日
の
夜
、
五
千
灯
ほ
ど
の
灯
ろ
う
が

新
町
川
を
彩
る
様
は
大
変
幻
想
的
で
美
し
く
、
徳
島
市
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

も
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

川
内
地
区
は
安
全
面
、
灯
ろ
う
の
回
収
を
考
え
て
吉
野
川
か
ら
現
在
の
鈴
江

鶴
島
親
水
公
園
に
場
所
を
変
更
し
、
小
さ
な
水
路
を
使
用
し
て
流
し
て
い
ま

す
。
川
内
地
区
寺
院
の
檀
信
徒
に
は
大
変
便
利

に
な
り
、
灯
ろ
う
の
回
収
率
も
百
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
と
し
ま
し
て
は
、
毎

年
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
教
化
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
教

誨
師
活
動
へ
の
援
助
、
仏
教
図
書
の
寄
贈
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

徳
島
市
仏
教
会
は
恒
例
行
事
を
発
展
さ
せ
な

が
ら
、
宗
派
に
関
係
な
く
会
員
寺
院
の
相
互
の

親
睦
を
図
り
仏
教
教
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

徳
島
市
仏
教
会
の
ご
紹
介
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県
仏
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
仏
教
会
の
慶
弔
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当
す
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　

慶
事　

一　

御
住
職
の
結
婚
（
住
職
に
限
る
）

　
　
　
　
　
　

二　

本
堂
の
新
築
及
び
改
築

　
　
　

弔
事　

一　

御
住
職
の
遷
化
（
住
職
に
限
る
）

パゴダ広報ポスターが完成し
ましたので、単位仏教会を通
じて各寺院宛に２部ずつお届
けします。
どうぞ広報にご協力ください。

（４）平成２７年９月１日 県仏だより 第５号

　

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
が
、
五
月
二
十
七
日
徳
島
市

の
徳
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改

選
が
審
議
さ
れ
、
新
理
事
お
よ
び
監
事
（
と
も
に
任
期
二
年
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
二
十
六
年
事
業
報
告
、
同

決
算
が
承
認
さ
れ
、
平
成
二
十
七
度
事
業
計
画
案
、
同
予
算

案
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
作
家
で

高
野
山
真
言
宗
の
僧
侶
で
も
あ
る
家
田
荘
子
さ
ん
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会

戦
没
者
慰
霊
奉
納
阿
波
踊
り

　

八
月
十
五
日
、
平
和
記
念
塔
パ
ゴ
ダ
の
前
の
広
場
で
無
双
連

に
よ
る
奉
納
阿
波
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
阿
波
踊
り
に
先

立
っ
て
、
パ
ゴ
ダ
三
階
の
仏
舎
利
・
戦
没
者
位
牌
の
前
に
お
い

て
戦
没
者
追
悼
法
要
が
行
わ
れ
、
関
係
者
が
参
列
さ
れ
ま
し

た
。
法
要
の
後
、
正
午
に
合
わ
せ
て
全
員
が
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。　

そ
の
後
、
約
百
人
が
見
守
る
中
パ
ゴ
ダ
前
の
広
場
に

お
い
て
、
無
双
連
に
よ
る
慰
霊
の
た
め
の
奉
納
阿
波
踊
り
が
行

わ
れ
、
同
時
に
読
経
を
行
い
戦
没
者
の
追
悼
を
行
い
ま
し
た
。


